
平成™›年�月˜Ÿ日 水曜日 第œŸ››号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
八
十
八
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
三
号

の
規
定
に
基
づ
く
水
域
と
し
て
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
（
平
成
二
十
四
年
八
月
四
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
の
毎
日
午
前

六
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
間
に
限
る
。）。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

福
岡
県
柳
川
市
本
城
町
一
番
五
地
先
所
在
の
黒
門
橋
を
中
心
と
す
る
半
径
六
百
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
あ
る
水
域

（
水
郷
柳
川
の
水
の
祭
典
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
で
使
用
さ
れ
る
水
域
に
限
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
八
十
九
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
七
月

四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
3
2
7
8号

耐
火
救
命
艇
（
救

助
艇
の
要
件
に
適

合
す
る
も
の
）

Ｇ
Ｔ
Ｃ
7
0Ｆ

株
式
会
社
ア
イ
・
エ

イ
チ
・
ア
イ
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

つ
り
索
の
離
脱
装
置
の
離
脱
操

作
ハ
ン
ド
ル
の
長
さ
を
変
更

第
3
2
7
9号

全
閉
囲
型
救
命
艇

（
救
助
艇
の
要
件

に
適
合
す
る
も

の
）

Ｇ
Ｔ
Ｃ
7
0Ｃ

〃
〃

第
3
3
4
8号

〃
Ｇ
Ｔ
Ｃ
7
5Ｃ

〃
〃

第
3
3
4
9号

耐
火
救
命
艇
（
救

助
艇
の
要
件
に
適

合
す
る
も
の
）

Ｇ
Ｔ
Ｃ
7
5Ｆ

〃
〃

第
3
7
0
2号

〃
Ｇ
Ｔ
Ｒ
5
7Ｆ

〃
〃

第
3
7
1
3号

全
閉
囲
型
救
命
艇

（
救
助
艇
の
要
件

に
適
合
す
る
も

の
）

Ｇ
Ｔ
Ｒ
5
7Ｃ

〃
〃

第
4
0
7
2号

耐
火
救
命
艇
（
救

助
艇
の
要
件
に
適

合
す
る
も
の
）

Ｇ
Ｔ
Ｃ
6
5Ｆ

〃
〃

第
4
0
7
3号

全
閉
囲
型
救
命
艇

（
救
助
艇
の
要
件

に
適
合
す
る
も

の
）

Ｇ
Ｔ
Ｃ
6
5Ｃ

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
九
十
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
七
月

四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
5
9
9号

膨
脹
式
救
命
い
か

だ
（
両
面
用
）

Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

5
0型

R
F
D

L
im

ite
d

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．

2
9
3
@I
、
Ｍ
Ｓ

Ｃ
．
2
9
5@I
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．
3
2
3

@K
の
適
合
確
認

第
4
6
0
0号

〃
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

1
0
0型

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
九
十
一
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
、
調
査
の
種
類

都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
交
通
省

三
、
調
査
地
域

岩
手
県

奥
州
市

岩
手
県

宮
古
市

宮
城
県

仙
台
市

茨
城
県

鉾
田
市

茨
城
県

土
浦
市

茨
城
県

北
茨
城
市

茨
城
県

鹿
嶋
市

茨
城
県

大
子
町

埼
玉
県

越
谷
市

千
葉
県

習
志
野
市

四
、
調
査
期
間

平
成
二
十
四
年
及
び
平
成
二
十
五
年

（
た
だ
し
、
岩
手
県
奥
州
市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
茨
城
県
北
茨
城
市
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
、
埼
玉
県
越
谷
市
、
千
葉

県
習
志
野
市
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
〜
平
成
二
十
五
年
）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
九
十
二
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
、
調
査
の
種
類

山
村
境
界
基
本
調
査

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
交
通
省

三
、
調
査
地
域

北
海
道

北
見
市

岩
手
県

盛
岡
市
、
奥
州
市

山
形
県

山
形
市

福
島
県

塙
町

埼
玉
県

東
秩
父
村

新
潟
県

魚
沼
市

富
山
県

立
山
町

岐
阜
県

関
市
、
高
山
市
、
白
川
町

静
岡
県

浜
松
市

鳥
取
県

日
南
町

島
根
県

出
雲
市
、
津
和
野
町
、
吉
賀
町

愛
媛
県

大
洲
市

高
知
県

室
戸
市

熊
本
県

八
代
市

宮
崎
県

日
南
市

鹿
児
島
県

宇
検
村

四
、
調
査
期
間

平
成
二
十
四
年
及
び
平
成
二
十
五
年

（
た
だ
し
、
岐
阜
県
白
川
町
、
静
岡
県
浜
松
市
、
高
知
県
室
戸
市
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
〜
平
成
二
十
五

年
、
岩
手
県
盛
岡
市
、
福
島
県
塙
町
、
新
潟
県
魚
沼
市
、
富
山
県
立
山
町
、
鳥
取
県
日
南
町
、
熊
本
県
八
代
市
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
〜
平
成
二
十
五
年
）
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